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山梨県PTA協議会
平成24年度

会　長 小　林　奈都夫

県Pホームページ  http://www.nasi-pta.net

子どもたちの「命」を守る使命

 第38回

母親研修会・子育て講演会 「心のきずな61キャンペーン」
講演会テーマ

講師　萩原智子さん

日時　平成２４年１１月１７日（土） 入場無料

会場　山梨学院大学 メモリアルホール（予定）

共催　山梨県精神保健協会

「夢の応援団」 ～子どもと一緒に歩もう～

元競泳オリンピック選手

１３：３０受付　１４：００開演（１６：３０閉会）

現在　山梨学院大学カレッジスポーツセンター研究員
　　　スポーツキャスター

実施中

  震災で親を亡くした子ども達への教育支援金

となる「心のきずな６１キャンペーン」募金のお

願いをしています。

　窓口となる（社）日本ＰＴＡ全国協議会へ、県内

１６０単位Ｐから募金額 ３,４０８,４０４円を６月１９日

に送金しました。その後、県Ｐ募金通帳に２６万円

振り込まれています。

　天気予報で「明日の降水確率は９０％」と聞いたら、多

くの方は「傘」を用意すると思います。

　では、３０年以内に「８８％の確率で東海地震」が発生

するとしたら、皆さんは何を準備しますか？

　水や食糧を備蓄することも大切ですが、それは生き残

っていたら必要なもの。いつ起きてもおかしくないといわれ

ている東海地震に備え、「命」を守る準備をしなければな

りません。

　特に、私たちＰＴＡは、家庭や学校において、子どもた

ちの「命」を守る使命があります。東日本大震災では、ＰＴ

Ａ会員や子どもたちを含む多くの方々が亡くなられ、また、

未だ仮の住まいで生活されている方が数十万人もおられ

ます。亡くなられた方々の無念さと、被災された方々の悲

しみは、もう繰り返してはなりません。

　そこで、今年度、山梨県ＰＴＡ協議会では、「様々な災

害や交通事故から子どもの命を守り、防犯・防災につな

がるＰＴＡ活動を推進する」ことを、活動方針の重点項目

に位置づけました。

　今、大きな社会問題にもなっている「いじめ」をはじめ、

交通事故、凶悪犯罪、児童虐待など、さまざまな要因によ

って、子どもの「命」が奪われています。こういった報道を

耳にすると、非常に心が痛みます。

　私たちは、かけがえのない「命」が失われることのない

よう、現実を直視し、子どもたちを守り、悩みや問題行動に

対し、適切に対応していくために、会員相互が協力しあっ

て、人間性豊かな心を育むＰＴＡ活動を日常的、具体的に

実践していかなければなりません。

　ＰＴＡ活動で最も大事なことは、「子どもの健やかな成

長を願うこと」であり、これを後押しするために、保護者や

教職員、地域や行政が一丸となって、諸問題に取り組み、

解決していくことだと思います。

　地域によって環境が異なり、各校ＰＴＡの活動は様々で

す。また、その時代にあった行事の見直しや検討、教育環

境の整備・充実の要望など、多くの保護者のみなさんが

参加し、意見を出し合い、ＰＴＡ活動の活性化を図ること

が大切だと感じています。

　郡市をはじめ、県レベルでの解決策が必要な事例も少

なくありません。山梨県の教育問題・課題を把握しつつ、

県内各校のＰＴＡ活動を応援してまいります。今後も、ＰＴ

Ａ活動に対し、多大なご理解ご協力をいただけますよう心

からお願い申し上げます。

　「今だからできること」「今しかできないこと」に取り組ん

でいきましょう ！

父親もご参加
下さい
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平成24年6月9日（土）　甲斐市双葉ふれあい文化館

常置委員
長より

ひ と 言

横山 勇志（吉田西小Ｐ）

県P理事会・常任理事会等運営に

携わります。

委員長といたしまして、微力ではござ

いますが、会の円滑な運営に努めて

いきたいと思っております。

是非とも宜しくお願いいたします。

総
務
委
員
長

白川 邦夫（塩山北小Ｐ）
県Pの活動を「県P情報YAMA -

NASHI」と、「山梨県PTA協議会」の

ホームページにて紹介、報告していきま

す。せっかくの活動をそれだけで終わ

らせることなく、皆さまにお伝えできたら

幸いです。ご協力をお願いいたします。

情
報
委
員
長

天野 文義（猿橋小Ｔ）
本委員会は児童・生徒・ＰＴＡ全会

員の事故傷害への見舞金を支給

するため、年間9回の審査会を開

いています。学校内外でのさまざま

な事故に心痛めつつ厳正かつ公

平な審査を心がけています。

安
全
会
審
査
運
営
委
員
長

扶
助
会
認
定
委
員
長

植竹 由美（貢川小Ｐ）
今年はスマホなど日々 進化する携帯

電話についてのアンケートを小５、中２

の保護者の皆様にお願いしました。

５年前の同じアンケート結果と比較研

究し、子どもたちのために少しでも良

い方向性が見出せたらと思います。

企
画
委
員
長

石原 初江（甲府東中Ｐ）
今年も母親研修会をメインの活動に

して明るく元気いっぱいな母親委員

達で一年間頑張っていきます。私た

ちの笑顔とパワーが山梨中に届い

たらいいな…と思っています。よろし

くお願いいたします。

母
親
委
員
長

　県教育委員長　久保嶋正子様をはじめ、多数の来賓を迎え開催されました。決算事業報告の承認の後、新会長の小林奈都夫氏が

24年度の役員と共に、承認を得ました。

活
動
方
針

１.山梨県ＰＴＡ協議会の運営
◇新しい時代に即応できる適切な運営と活動に努める

２.教育相談・調査研究・情報収集事業
◇県下８箇所での教育相談活動、携帯電話に関するアンケート調査
◇関係機関との情報交換会議・研究会への参加、教育環境の整備に関する啓発運動

３.家庭・学校・地域社会教育に関する研修会や講演会活動
◇母親研修会、ＰＴＡ会長予定者研修会、広報紙づくり講習会
◇教育研究集会、教育県民大行動、少年少女の翼などへの参加

４.ＰＴＡ活動（社会教育）に関する表彰事業
◇教育表彰、ＰＴＡ活動表彰、広報紙コンクール表彰

５.家庭・学校・地域教育・安全教育に関する広報・啓発活動
◇県Ｐ情報、ホームページでの情報発信

◇安全安心普及事業

◇ＰＴＡ親子安全会・扶助会普及事業

６.教育・行政・日本ＰＴＡ等関係機関との連携政策提言事業 
◇教育四者、県及び県教育委員会、日本・関ブロＰＴＡとの連携

具
体
的
活
動

よろし
く

おねがいします！

甲　　府　植村武彦　中巨摩東部   桂原慎治
笛　　吹　大村喜仁　峡　　南　若狭秀樹
北　　杜　田畑雅宏　都　　留　志村浩哉
北 都 留　進邦徹夫　校 長 会　佐野保仁
母親代表　田中利江　全　　県　萩原智子

南アルプス　坂野道夫　 山　　梨　樋田和美 
韮　　崎　貝瀬勝政　 南  都  留　渡辺房貴
大　　月　石井一暢
吉　　田 ・ 総務委員長　横山勇志　
甲　　州 ・ 情報委員長　白川邦夫　
企画委員長　植竹由美　母親委員長　石原初江
安全会審査運営委員長・扶助会認定委員長　天野文義

三井久美子　中川智晴　中村裕一

※その他の理事役員はHPをご覧ください。

会　　　長 小林奈都夫

椚　　謙一
親子安全会
扶 助 会

会長

副　会　長

常任理事

監　　　事

　１　子どもたちの心豊かで健やかな成長を願い、親や家庭の果たすべき役割を支えるＰＴＡ活動の推進

　２　様々な災害や交通事故から子どもの命を守り、防犯・防災につながるＰＴＡ活動の推進

　３　会員相互の資質向上と結びつきを強め、新しい時代に即応できるＰＴＡ活動の推進

　４　学校・家庭・地域の役割を再認識し、互いの連携のもと単位ＰＴＡを支援する運動の推進

　５　日本・関ブロ・郡市・単位ＰＴＡ・教育諸団体との連携による青少年健全育成と教育条件整備の推進

詳細
は

ホー
ムペ
ージ
を

ご覧
下さ
い

山梨県ＰＴＡ協議会 広報紙コンクール
5月19日 かいてらす今年も強し！北杜勢！！

最優秀賞

北杜市立高根北小学校ＰＴＡ　「もみじ」
東日本大震災を受け、防災対策をテーマにした企画や

アンケート結果を掲載した新聞が目立った。

「もみじ」は被災地の学校との交流をリポート、紙名「もみじ」の

由来をたどるなど、豊富な話題を丹念な取材で取り上げた。

写真の構図や紙面レイアウトにも工夫した。

（審査委員長：山梨日日新聞社　読者センター　中村　誠 評）

審査の結果　つぎのＰＴＡ広報紙が、選ばれました。

優秀賞

優秀賞

奨励賞

奨励賞

奨励賞

北杜市立高根東小学校ＰＴＡ

甲州市立塩山北小学校ＰＴＡ

甲府市立南中学校ＰＴＡ

甲府市立南西中学校ＰＴＡ

西桂町立西桂小学校ＰＴＡ

「のぞみ」

「北　辰」

「みなみ風」

「いちょう」

「すいせん」

最優秀賞に輝いた
北杜市立高根北小学校ＰＴＡ　「もみじ」
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京
都
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第60回 日本ＰTＡ全国研究大会 京都大会　8月24日（金）～25日（土）

　松原耕二氏（ＴＢＳテレビキャスター）による基調講

演では、ジャーナリストとして、自分の目で見てきた3.11

を世代責任として、復興、原子力問題に関わっていこう

とする覚悟を感じさせた。

　午後からのキーノート講演でも、研究課題に沿った

話を聞くことができ、大変よかった。

　震災を体験した６年生の作文発表、自分の言葉で震

災当日のこと、今の自身の環境などを語り、会場全体

で、彼の言葉を受け止めたことも、意義深かった。

１日目：特別第2分科会
東日本大震災から見えた学びの場を核とした地域の「絆」づくり

　加藤登紀子の記念講演会は歌とトークで、感動的な

構成となっており、これまでの研究大会にはないやり方

で、印象的だった。

　前日の分科会内容とも重なり、改めて、震災復興への

思いを確認した。祝辞、挨拶の中に、それぞれの熱い想

いが込められていて、メッセージ性高い全体会開会式、

閉会式であった。

全国研究大会に参加しての感想

　昨年からの流れで、3.11を経験した現世代の役割を

意識した大会に参加したことで、PTAとしてこれまでの

事、これからの方向性を考える情報を得られた。

　直前に起きた豪雨で予定していた分科会会場が使え

なくなるアクシデントにもかかわらず、京都の方々は、水

害の事など何もなかったかのように、おもてなしの心を

表現してくださり、頭の下がる思いがしました。

2日目：全体会
加藤登紀子氏　「スマイル・レボリューション」

各郡市Ｐからの活動報告

萩原　智子（甲西中Ｐ）

三井久美子（御坂西小Ｐ）

副会長

監　事

会場／国立京都国際会館会場／舞鶴市総合文化会館
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親子安全会 ・ 扶助会だより　

教育相談事業

編集後記編集後記

東山梨 東山梨教育会館 甲州市塩山千野3421 雨宮　正文0553-33-2635

笛　吹 笛吹市教育会館 笛吹市八代町南438 塚越　武文055-265-2117

峡　南 峡南教育会館 南巨摩郡富士川町鰍沢795-4 土橋　士郎0556-22-1500

中巨摩 中巨摩教育会館 南アルプス市西野1294 辻　　高廣055-282-5070

北巨摩 北巨摩教育会館 韮崎市若宮2-6-26 上野　幸治0551-22-0540

南都留 南都留教育会館 富士吉田市下吉田886 三浦親太郎0555-23-6151

北都留 北都留教育会館 大月市大月2-8-29 奈良　一功

早川　憲三

武井　文雄

0554-22-1811

全　県 山梨県教育会館 甲府市丸の内3-33-7 055-228-1342

第2・4水

地　区 会　　　場 住　　　　　所 相　談　員TEL 相談曜日

随     時

第1・3水

毎週金曜

第1・3月

随     時

随     時

随     時

相談会場等案内

連日の「猛暑」も落ち着き、秋の気配を感じる今日この頃。先日行われた「情報委員会」では、限られた紙面の中で、「どのように情報を発信して

いくか」について、活発に意見が出され、とても充実した会となりました。今回は、日々 行われている皆さまの活動を、諸先輩方が検討された良い

ところを残しつつ、発行することができたと思います。

また、ホームページでも、皆さまの活動を広く発信していきたいと思います。「価値ある活動を是非知っていただきたい。」と切に願います。

情報の提供等、皆さまのご協力をお願いいたします。 情報委員長 白 川 邦 夫

＊＊＊相談は無料です＊＊＊

会  長　椚　　謙　一

山梨県PTA親子安全会
山梨県 P T A扶助会

教育四者（ＰＴＡ・校長会・教頭会・教育会）による教育相談室

甲　府

中巨摩

甲　州

山　梨

笛　吹

峡　南

韮　崎

北　杜

吉　田

都　留

南都留

大　月

北都留

合　計

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

　　　　　　　10 項 目 合 計

741

301

191

106

87

70

68

60

35

22

1,681

骨　　折

捻　　挫

挫　　創

損　　傷

打　　撲

病気死亡

切　　創

挫　　傷

熱　　傷

咬　　傷

5,201,250

6,233,630

1,175,290

1,132,440

2,016,150

1,559,290

1,117,940

1,615,540

2,297,640

1,223,340

2,088,380

526,540

809,800

26,997,230

305

396

108

102

112

138

75

129

122

81

152

49

69

1,838

　山梨県ＰＴＡ協議会、校長会、教頭会、教育

会の教育四団体は、教育相談室を開設していま

す。相談員は学校現場を退職した教員のＯＢ

で、教育現場で最も活躍し、児童生徒とのふれ

あいも多かった先生方です。また、長年相談活

動を手がけており、県教育委員会から教育相談

員として任命もされています。 

　子育てなどに関わる悩み事、心配事がありまし

たら気軽にご活用ください。

平成23年度親子安全会・扶助会報告

 原因別件数(全1,838件中上位10項目) 種類別件数
(全1,838件中上位10項目)

学年別・性別申請件数

 郡市別申請件数・見舞金額

郡　市 金　額件　数 けがの類別　  件　数 けがの原因　 件　数

球技によるけが

遊んでいてのけが

自転車によるけが

転倒によるけが

交通事故

病気死亡

格技によるけが

ドア、ガラス等によるけが

転落によるけが

スキー、スケートによるけが

499

377

178

145

95

70

51

36

35

34

1,520

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

　　　　　　　10 項 目 合 計

小1
男

小1
女

小2
男

小2
女

小3
男

小3
女

小4
男

小4
女

小5
男

小5
女

小6
男

小6
女

中1
男

中1
女

中2
男

中2
女

中3
男

中3
女

父 母 教員

平成23年度は75名の保

護者の方がお亡くなりにな

り 、扶 助 会 か ら 総 額

7,500,000円が支払われ

ました。

※


